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大札山のト レ ッ キングを 通し て感じ た自然への想い

　 こ んにちは、 協力隊のノ リ です。 今年も いつま でも 暑い日々が続き ま

し たが、 寒く なる と お日様が恋し く なり ま すね。

　 今回は秋のイ ベン ト 「 大札山　 樹名板設置＆ト レ ッ キ ン グ 」 へ同行

し たこ と について書き ま す。 昔は小学生の遠足で登ったと いう 大札山。

当日も ６ 歳から 75 歳と 老若男女問わず参加し ていただき ま し た。

　 比較的登り やすい山と はいえ、 急こ う 配の山道を 歩いたり 、 足場の

悪い箇所も あったり と ヒ ヤッ と する 場面も あり ま し た。 それでも ブナ、

ヒ メ シャ ラ 、 モミ など多様な種類の木々に出会ったり 、 南アルプス や富

士山を望む山頂から の展望も 良く 、 改めて多く の登山者に親し んでいた

だき たい場所だと 思いま し た。

　 し かし 、 現在、 大札山登山口ま での林道・ 南赤石線は全面通行止めと

なっていま す。 今回のツ アーは、 町の主催事業であったため、 担当課の

職員同行のも と 特別に許可を得て登山口ま で送迎し ていただき ま し た。 道中土砂崩れのある ポイ ン

ト を何度かすれ違い、 安全確保が保証出来ない中での規制解除の難し さ を感じ ま し た。 同時に、 パ

ーマカルチャ ー（ 人と 自然が共存する 社会をつく る ためのデザイ ン） の研修で出会った『 大地の再

生』 の視点を取り 入れる こ と は、 有効な手立てではないかと 感じ ま し た。 自然の保全一辺倒でも 、

人間社会優位の開発でも なく 、 今ある 土木技術を 上手く 利用し ながら 、 山の生命線である 「 水脈、

気脈」 の流れをス ムーズにする 「 大地の再生」。 それは「 自然と 人間社会の共生」 を謳う ユネス コ

エコ パーク の目的にも 合致し ていま す。

今回のト レ ッ キングで 新緑や紅葉、 き れいな水や空気など魅力いっぱいで私たちの暮ら し を豊か

にし てく れる 山々を守り たい。 その想いが強く なり ま し た。

自然と 人間社会が共生し ていく ために私たちができ る こ と を探っていき たいですね。
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　 主に観光客に向けた自然を活用し たアク ティ ビティ 体験などに携わっ

ています。 近況の活動について報告し ます。

▲大札山の山頂にてベテランガイド による山

の説明。

▲ヤマセミ 会議にて快適な環境づく り の話か

ら、 人の意識変革までさ まざまな意見交換。
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